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　　　　　　　　　緒　　　論．
　近年原発性非定型Ilii啖病原については，いろい
ろと論議され，多くの発表を見るとヒろである。
今その報告・につV・’で見ると，1935年Bowen1）が
Influenza　と異った？充そ’ナジ丙を　acute　influenzal
pneumo漉tisという名穗で’発表したのに始まり，
1936年にはAllen2，がacute　pneumonitisとして
68例を：，Smjley，　Showaere等3）がacute　inter－
stitial　phellmQnitisと名付け，　Bowe11と同じ記
載のものを86例報じている。　且つ原因的探究と
してはReimanna）・5）が1938年．始めて本疾患が濾
過性病原休なることを噌示しており，　竪年1939
年にStokes，　Kenney等6）が，二二十H鼠，モルモ
ット，いたちを用い，2人の『本症患者から濾過性
病原休を発見したと報・1与・している。　ユ9，1，0年には
Johnweir，　Horsfall等7）がマングースを用い，患
’者．含漱液の経鼻感染により肺病変を起すVirusを
発見し，thr．清学的研究を行っているが，何れもそ
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のvirUSぱ固定されす，動物継代接種中に浦失し
ている。　1944年に二Eaton等s）・9）がハムスター及
びCotton　ratを用し・その累代増養には確然とし
た成功を示さなかったが，患者．含1胃液の鶏胎培養
において，一・慮の成功を示し，1949年にはこの
鶴胎培養より分離されたVirusを用V・，本症患、者
及び他の呼吸器疾患の患者213，名の1nL満について
中和試験を行っている。一一方，：米國肺炎委員倉翰
にお・いては：，　1946年に予州実験を行い，　定型的
な本症の発症を見たと報告・している。しかしなが
ら，　今日未だ．本症の病原休は確定しておらす，
SchmitziO）　v±　primary　atypical　pneumonia　im－
lmown　cause　とも蓮；べ，ま「たDinglei’）・1⇒も
primary　atypical　pneumonia，　etiology　unknown
といっている位である。
　最近，わが國におV・てもその症例が多数報告さ
れ，且つ本症の診断法としての塞冷・血球凝集反慮
についても，種々の実験報告があIP，当敏室の嘉
」1i：s＞も寒冷．爵L球凝集反慮の基礎的研究をなしてい
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る。しかし本病原に関する研究は，わが國におい
てぱ未だ報告されてV、ない。ここに今回本疾患の
病原についての実験を：行ったので報告・する。
　　　　　　　　実験材料及び方法
　実瞼材料：　1）実瞼材料としては，1951年秋より1952
年春までに，札幌国利・大学附属病院小免科を訪れた原発性
非定型肺炎と診断せられた患者13例について，距需床的症
状の極めて顯著な＝貢症例3例（即オ♪顔色苦悶欣，高熱あり，
咳噺，喀疾が烈しく，胸’部所見に罷音が時折現われ，X線
上薪切な陰影を持ち，寒冷血球凝集反鷹も著明に上昇する
もの），中等度10例伯覚的に咳漱が主徴で，体温も微熱あ
程度に留まり，X線及び寒冷血球凝集反謄iにより本症と診
断せられたもの），以上計13例の含漱液を用い実験を行っ
た。
　　2）患者含哩軟液は発；症後101S以内に探取した。しかも
第1表発病より含漱水探取日のii数
発病より
探取まで
の｝i数
テル廓醇をほどこした動物に，ツベルクリン注射器を用い
て経鼻惑染せしめた。病変の列定は肉眼的及び組織学的所
見によって行い，雑菌試駒〔は血破寒天1培養基，庫船肝購ブ
イヨンにより行った。
　　2）鵠胎培養は型の如く11～ユ別イ響化鶏卵の羊膜陛
接種で5H聞培養した。接種材料は羊膜，肺，氣瞥枝の10
タ6乳剤または羊膜漿尿液で行った。　　噛
　　　　　　　　　実験成績
　A．動物感染試験：　1）累代成績：マウス累代成績は
第2表に示す如くで，各株について見ると，
a）重症型の累代感染
　i）横井株＝　暖漱，喘鳴，喀疾を主訴として來忙し，
當時顔色悪く，s俗怠朕で，胸部に1羅音も聴取せられ，　X線
により原発性非陀型肺炎と診断さイした。寒冷血球凝集慨は
　　　　　　発病より　：
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第1図　　1］横　　井
咳漱甚だしく且つ有熱呼のil∫及的早朝に採取するよう留意
した。　含漱は3ccのブイヨンでなさしめ実瞼に供した。
なオδ含鰍液探取前に患者に抗生物質を働いていない。
　　3）実瞼動物はマウス及びハムスター齢r｛い，これ箒
の3～5匹を一組．として実瞼を行った。　マウスは体重13g
前後のもの，ハムスターは60g前後のものを用いた。
　　4）累代感染材料は罹患マウスの10％のブ．イ・ヨン肺
乳剤を月・1い，マウスに数滴，・・ムスターには20～30滴注暫
し，1除に死亡したマウスの肺の使用はなるべく即け，新鮮
な肺乳剤を使用し，雑菌の混入．には極力留意した。累代接
種は動物死亡後2時間以［K］に行うようにした。
　　5）掘過器はBerkefeld　N（松風），　Chamberland　L2，
L3，　Seitz　EK：を用い，濾過材畠料は10％肺孚L剤をブイヨン
で2倍に稀釈したものを用いた。
　皇験方法：　　1）動物感染方法は」二逓の如くして探取
した含’1軟液の3ccに一“・・；シリン500軍位，ス1・レプトマイ
シン0．029を加え，3，000回榑2〔〕分遠心沈1殿後，予めエー
128倍であった（3週目にはJ，024倍，3筒刀目には，ユ28
倍を示した）。そこ．で発症7日目の無事の烈しい早朝に型の
如く含漱液を探超し，マウス3匹に経輿接種せしめた。な
お当llキ咽頭粘膜には組菌性症患に比し，多核自血球及び紬
菌は極めて少数認められるに過ぎなかった。マウスは経鼻
接種後21．i目より食慾なくなり，毛が立ち不活渡となった。
エー．テル麻解の下に41，1目にマウスを出來得るだけ無菌的
に殺し，肺に変化のあることを確認した。即ち1代目経鼻
感染のマウスの中1匹は，接種そ麦21、1目に死亡したが，肺、
所見には死亡後連噂閥へたためか，暗赤色のIII血を認めた。
残りの2匹の巾1匹は左上葉に灰．色硬変を認め，他の1匹
は氣管枝肺炎標であった。この2匹より次の5匹のマウス
に累代感染せしめ，以下同様に異代感染を手テつたところ，
2代Hにおいてこの病変は堀益せず，返って減覇の徴候が
表われたり3代団では同話？強さを示し，弓，5，6代国で病
変は増強の感を示し．た。誰菌試鹸は旬」常行．つたが，　7代目
までは陰性であり，［II重時に行った肺乳剤のHirst試瞼も常．
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第2図　患．者含漱液のマウス累代接種戌績
に陰性であった。とこるがs代目マウスの肺乳剤の1匹に
のみグラム陰性の連鎖｝陵菌を認めた。そこでBet’kefeld　N．
（松風）の濾過器を川い濾過を行ったところ，本濾過器で濾
過することにより，病変の程度には殆ど変化が認められな
かったが，マウスの罹患してからの経過日数の延．長が認め
られた。　即ち濾過前には2～4日目で表われたと同程度の
病変が，5～9日目に生じている。その濾過せしめた肺乳剤
を同様に累代せしめたところ，病変は9代より14代まで減
弱もせず増強もせずつづき，ユ5，16代目でやや強まり，17
代目で減弱し，以後21代までは比較約強く，22代目では
非常に高度の病変を示し，且つこの病変は極めて定型的で
あり，Ea七〇nのハムスターの病変と全く一一致している。　dJ（
に22代目病変を認める朋「片に，　グリセリンに食塩オく、を才C
のおの等量つつ加え，一3。～一5℃の氷室に5日閏貯え，
23代目のマウスにはこの肺片の乳剤を用い接種せしめた
ところ，マウスの肺病変は極めて減弱し，1匹にのみ荊変
を認めたのに留まり，以後代を面ねる1こ從い軽微となり，
27代目には全然病変が認められなくなった。　このように
本病原体の貯藏に当り，　一3。～一5qCにおいて保存するこ
とは，このVirusに致命的のことと思われる。
　ii）原株：　高熱390C，倦怠感，咳唾軟，喀疫を主訴と
して來派し，ツベルクリン反癒陰性，胸部にPfeifenを
聴取し，頸部淋巴節の腫張を認めた。X線により原発性非
定型肺炎と診断された。寒冷血球凝集反雁は発病5H目64
倍，】6日目256倍，90日目には16倍であった。即ち発病
2週目には原償の4倍に高まっている。含歎液は発病10日
躍塾
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目の早・朝喀ll｛した喀疫を経鼻惑染せしめた。横井橡と同様
に，2H目よリマウスは食慾なくなり，毛が立ち不活濃と
なった。41・j国に殺して病変を見ると，2匹に定型的の病
変を認めた。病変は第2図に示す如くで，以後2代まで横
井株と同様にうえついたが，各代において病変は一定せず，
増強したり減弱したりして安定したものを認めなかった。
途中8代目でBerkefeld　Nで濾過せしめ，　累代感染を行
った。21代目病変は非常に増強したが，一3。～一50Cの氷
室で5日間貯えたところ，病変は非常に軽くなり，24代目
で沽失した。この鵬ノ・ムスター接種，濾過実1瞼，鶏卵培
養を随時行った。
iii）出野株：　発熱，咳漱，喀疾を主訴として來慨し，
ぺ」シリン注射によっても下熱せず，X線上右’肺野に陰影
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第4図　　3］lli　野
をみとめ，寒冷・血球凝集反慮を調べたところ，ユρ24倍の高
い償を示したのでVirus肺炎．と診断せられ，マウスに含
漱液を経鼻接種せしめたところ，2代目までは極く軽度の
病変であったが，3代目でやや強度の病変を認めたので，
Chamberland　L3で濾過せしめ接種した。4H目で殺し病
変を見ると，定：型的な病変を認めた。これを累代感染せし
めたところ，次第に減弱するよう思われた。9代目には病
変は急に陰性となったため，この病変陰性例のマウスの肺
乳剤をハムスターに経鼻．接種せしめたところ，3匹のハム
スダーの中，．2匹に著明な病変を認めた。しかもこのハ囚
スターの病変は肉眼：的，無医微鏡的にマウスの病変と殆ど同
じものでありた。この陽性ハムスタt・一一と同例のマウスの累
代の9代目は陰性病変を示している。この病変を起こした
ハムスターの肺乳剤をさらに3匹のマウスに経鼻接種せし
めたところ，　2代目は陰性の病変を示した。　しかるに1代
目病変のあるハムスター肺乳剤をマウスに再び経鼻接種し
たところ，マウスにi皆明な定型的洗気i変を起こした。以下こ
れを累代せしめた。13代目で横井，凍と同様に一3。～一5℃
の氷室に5H開貯えたところ，14代目は陰性となった。
b）中等症及び軽症例の累代感染
　中等症及び軽症例10例の累代感染は第5図の如くで，
　i）直田株：　顧痛を主訴としてきたり，倦怠感，発熱
38。C，盗汗も認められたが，來診時には発熱もなく，X線
上左肺門1鴇こ陰影をみとめ，寒冷血球四二反慮は21－i目に
既にユ28倍を示していた（第2週目も128倍であった）。こ
の含’漱液を発症約3ii’目に探回し，マウスに経鼻感染せし
めたところ，1，2代目において非常に軽いしかし構井株，
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第5図　患者含漱液のマウス累代接種成紐（途中溶失及び不成功例）
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出野株に共通するような病変を起こしたが，4代目におい
て陰性となった。陰性病変をそのままマッスに植えつぎ，
・購・
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　　　　　　　　r11等症及び軽症例
　　　　　　　第6図　　」］直　　田
病変を起すか否かについて調べたが，同様に陰性に終った。
また含忌引動物接種の際，これを鶏卵鞘藁腔に接不重した。
　ii＞島田株：　咳漱を霊訴として來白し，発熱なく，
咳漱の際腹痛を訴えたが，極めて軽度のものであった。X
線所見は右側心線認に陰影をみとめ，凝集反臣は発病後3
欝夢，
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　　　　　　　第7図　　2】島　　田
凹目t28倍，181j目256倍，51世1．iS倍：を示した。発病2
日目の含漱永をマウスと鶏卵にうえた。こ＃しは初代におい
て相當の病変を示したが，以後次第に減弱した。
iii）川森田鰻：　頭痛を主訴としてき，吻軟，口疾は中
筆度に見られた。　発熱は37．2。Cであった。　X線並びに寒
冷血球凝集反応により本ソ薦と診断せられた　（凝集反応は発
病］凹目512併，第4週目16培であった）。　発病61－i目に
含漱水を経鼻悠染せしめた。1代目において1匹に軽度の
病変を認めたが，3代目より浩失する傾向を示し，4代目
においては全1例陰性となったb
第8図　　3］川森田
iv）申船団：　発熱，咳漱，喀疾で來悪したが，　X線に
より本症を疑い，寒冷血球凝集反慮を調べたところ，1’，b24
　　、　　　第9図　　4］　tll　村
　　1，
倍に上昇しているので，砒ちに含漱液：をマウスにうえた。
成績は1代目の2匹に病変を認めたが，4代目には清失し
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
V）村田株：　11刀自咳鰍，発熱を主訴として來院し，
第10図　5］村　　田
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X線，寒冷血球凝集反慮の結果，原発性非定型肺炎と診断
された。喀疫を型の如くマウスに経鼻接種したところ，2
代目までは病変は認められなかったが。3代目に至り病変
が始めて表われた。しかしこれも6代目に至り沿失した。
このような病変の出現の仕方は，他の株にも見られぬこと
で，一億疑問の持たれるところである。
　vi）鎌田株；　軽い咳漱を伸ない，　X線所見，寒冷血
球凝集反臨で木症と診1新され，マウスの累代成績は表の如
く，ごく軽いものであった。・
第11図　6］鎌　　田
　vii）横光株：　発熱を訴セとし，　X線所見，寒冷血
球磯集反慮により本肺炎と診断され，　発病10HHの含鰍
磯郵隔
擁、
　　論，ξ・
何れもマウスに病変を生じなかった。
　　］］　二立型f：　　希設熱，　濁声軟（』百」i－11賃ホ炎1互痢軟）で來K質し，
発⇒1鞭8L旧寒冷血球凝集反慮は25購，16・il・E一：1には512
倍，3週目2，048倍を示しており，X線は右肺下野に陰影
病変陰性例
第13図　　】］立　　野
をみとめた。発病9il目の含漱水を川い，マウ不に累代せ
しめた。4代までうえついたが，モの成績はすべて陰性で
あった。
　　’2］　鹿野：　　來院5H前より手盗熱，咳漱があったが，
來院当1】奉は咳漱のみであった。X棚1研兄により本症と層溌断
され，動1吻接種を行ったが，その成績は陰性であり，　3代
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第14図　　2］鹿　　野
第12図　　7］横　　光
水を接種したところ1匹にのみ軽度の病変認めたに過ぎな
かった。
　軽症及び中等症は以上の外に3例マウスに接種したが，
目で接種をうち匙つた。塞；！詮血球磯集反ll郎は10　il目に512
倍を示している。
　　3］　小路月：　咳理軟を主訴，としてきたり，寒冷r血球凝
集反慮は当暗256倍を示し，X線により型の如く，　Virus
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コ口と診断さオした。発熱はない。101，1目の八人液をマウス
に接種したが，4代の累代接種のすべて病変は認められな
かった。
第15図　3］小路［
　2）ハムスタ圏接種餌壷：　ハムスターに対する接種試
瞼はマウス病変陽性例の肺乳剤及び含漱液から随時行った
（第2図）。ハムスターは冬・期には15％の事故死亡率がある
とEatonは述べているが，本実瞼においても冬期死亡す
るハムスタ…の数が多かった。累代感染の順に成績を述べ
ると，
　　i）横井株：　16代目マウスからハムスターへの感
染に才Cいて肺に充血t点肌出血が認められるに過ぎなかっ
た。　また19代目マウスの肺孚L剤を以っても，1匹は3｝li
で群故死し，他の1匹はやはり肺阿部に充血を認めたのに
過ぎなかった。21代目のマウスa）・・ムスターへの感染は1
選は艀故死し，1匹にのみ灰白色の四型的なマウスに見ら
れると同じ変化を認めた。　以上横井株では21代目のマウ
スより感染せしめたハムスターにのみ陽性病変を認めた。
しかしこのハムスターの病変のある部分を他の？・・ムスター
に経鼻接種しても陰性であった。
　　ii）原株：　13代目マウス肺乳剤を2匹のハムスタ
ーに接種したところ，2匹とも事故死し，15代目は1匹に
のみ出血集の認められるのみであった。　さらに18代目に
おいても1匹にのみ充血を認めたのに過ぎず，原株では陽
性例はユ例もなかった。　　　　・　　　　　・
　　iii）出野株：　5代目は2匹が事故死し，1匹は陰性
であったが，マウス9代目で陰性病変を担こした肺乳剤を
・・ムスターに接種せしめたところ，2匹に著明な病変が認
められ，病モ『1解剖li勺にマウスの顯徽鏡的所見と殆ど同じよ
うであり，またこの病変はEatonのハムスターの病変と
全く一致しているように思われる。しかしこの場合ハムス
ターの肺乳剤を次代のハムスターに経鼻惑興せしめたとこ
ろ，陰性の病変を示した。しかし9代日に才♂いて同列に行
ったマウスからマウスの累代感染が陰性であったが，この
陽性ハムスターの肺乳剤を再びマウスへ接種したところ，
マウスに著変を認め，且つその病変が後3代つづき，その
後陰性となった。
　以上ハムスターへの感染は多数例が不成功に終ったが，
出野株9代EIより感染せしめた2例に著明な定型的病変を
起こし，　さらに横井株21代目から感染させた1例に軽度
の病変を認めたが，その累代感染は成功しなかった。
　B．鶏胎接種試駿：　　患者含埴軟液2例及びマウス肺乳
剤3例の計5例について鶏卵羊膜腔接種を行った。この接
種した鶏卵の5ii目の羊｝1蝿氣魯，肺の乳剤をさらにマウ
スに惑染せしめた。
　第2図について宇角の成績を述べると，
　　i）横井株＝　Berkefeld　N濾過せしめた13代目マ
ウス肺乳剤を牛膜陛に接種し，5】1i後そ⑳羊膜漿尿液をと
り，3匹のマウスに経鼻感染せしめたところ，3匹の巾1
匹にのみ変化を認めたが，これにはグラム陰性の連鎖状i築1
が認められた。この2代鶏胎培養は化膿性炎症を示した。
　．ii）原株：　13代目のマウス肺乳剤を羊lj鼻腔に接種
し，5H後漿尿膜液をとり出し，・マウスにうえたところ，
1匹に充血を認めたのみで3匹共殆ど陰性であった。さら
に漿尿膜液のみでなく，羊）1－E，氣搾，肺の乳剤をマウスに
感染，せしめたところ，3匹ともに肺病変は認められなかっ
た。次に17代目で鶏卵接種においても大体において陰性
であったが，2代鶏胎培養では1匹にのみ完型的の変化を
認めた。．
　　iii＞出野株：　5代目のマウス肺乳剤の羊膜腔接種♂こ
より，羊膜，氣瞥，肺乳剤をマウスに経鼻感染したものは，
3例の中2例に定型的な病変を起こした。この病変は全く，
マウスの累代病変と一致しており，さらに2代鶏胎培養で
も病変を表わした。
　次に肺乳剤でなく，含1軟液を直接Chamberland　L2で
濾過せしめ，これを羊膜11空に接種した。即ち，直田株では
接種途中で鶏卵の死亡せるため，不明であるが，島田株に
おいて一vウスの3匹に定型的な病変を認めた。さらに2代
目三胎培養に才Cいてもマウスは病変を起こした。
　以上鶏11台培養では出野株5代目及び原株17代目感染と
島田株ではその含1軟液で病変を惹起し得た。即ち鶏胎培養
によリマウスに病変を起こし得たがEatonの実施せる如
送累代培養の可否については不明であるが，出野株5代と
原株17代及び島田株の器量培養に成功したことから，　そ
の可能性は存するように思われる。
　C．濾過，保存，稀釈試験：　濾過，保存，稀釈試瞼
は随時行．つた。濾過器はBerkefel　d　N（松風），　Chamberland
L2，　L3，　Seitz　EKを用いた（第2図）。
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・陰圧は250～350mgHgで行った。
　濾過液は10％ブイヨン肺乳斉1Jを，　ブイヨンで2倍に稀
釈し，30分同，3，000回1墜專遠心沈澱したものを用いた。
　濾過波は弱アルカリ性を示していた。
　温度は，約］5。～20℃に才b’v”て行った。
　また濾過暗問は
　　　Berkefeld　N　　　　ユ0ノ～ユ5／
　　　Chamberland　L2　　ユ0’
　　　Chamberland　L3　］5’・v　20’
　　　Seitz　EK　Jr／N7／
で行った、
　以上濾過したものを直1．ちにマウスに経鼻接種せしめて，
肉眼的顯微鏡的の病変をケil愉した。累代感染順にその成績
を述べると，
　　i）横井株＝　8代目Berkefeld　Nで濾過せしめた
ところ，その病変は明かに減朋せるも，5日目あたりより
既に塞：型1P1勺な病変を認めた。次に14代目にChamberland
L；で濾過したものは，3匹の巾1匹にのみ陽性となり，同
噂に行ったSeitz濾過は陰性である。　同様にして15，17
代から19代までの4代に濾過実．瞼を行）．・，Chamberland
L3で濾過したものは病変が表われ，　Seitz　EKでは衷われ
なかった。また19代目においてChamberland　L2を用い
て病変が表われている。
　即ち横）”1「株VirusはChamberland　L三，　L：1，　Berkefeld　N
を池すもSeitz　EKは逓．さないように思われる。
　　ii）原株：横井株と同襟8代目において，　Berkefeld
Nで濾過したとこる，毒力は減弱し，14代目　Chamber－
1and　L：｝に才げいては非常に軽く，殆ど変化を認めず，　Seitz
EKでは全く陰性であった。18代目Chamberland　L2で
は．定出職勺な変化が表わオしている。
　即ち稲株においても，本VirusはChamberland　L2，　L：｝，
Berkefeld　Nを汕し，　Sei七z　EKを通さな）．・。
　iii）出野株＝　3代同でChamberland　Liで濾過し
たところ，さほど減弱しなかった。6代目におけるSeitz
EKの病変は陰性であった。7代目においてChamberland
L2の濾過の揚合には3匹の．中2匹に定：型的の病変をみと
めたD
　即ちITVHt・株においても，　Chamberland　L，，　Liを通し
Seitz　EK二を通過しないく，
　稀釈試瞼
　横井株においては3代目において，ブイヨン稀釈10－3～
IO『・iでマウスに病変を惹起した。　　　　　　　　　　　　．
　原株においても10－3～10－4で肺病変を認めた。
札幌山雨】954
　しかしながら本稀釈試瞼は，累代試瞼が一定のものでな
く，病変はその代により或は強く，或は弱く表われるため，
一定の稀釈度で病変を起すということはいえない。
　保存試験
　本実験はA，1）項で述べたとこるである。
　　　　　　　　　　小心・考按
　　以上原発性非定型肺炎の病原については，烏豆
　患がInflu．enzaに類似していることからInfluen－
　za　virusと同じ様にVirusであろうと推察され，
　その病原を患者の含唖液より検出することに從來
　より努力が論われてきた。1938年にReimann，
　1939年にStokes，1940年にWeir，　H：orsfa11，1944
　年にEaton等新株のVirusをつぎつぎ分離し，
　動物休通過，目利及び民話試瞼が行われたが，し
　かしながら今日未だその病原休が確定的にVirus
　であると結論されていなV、。ユ946年の米誌肺炎委
　ll会ユ4’）における人体感染困厄：試瞼1ζ臨いて，明か
　に原発性非定型肺炎の像を呈し，寒冷血球凝集反
　1感が陽性のものが，26例現われ，Virusで．あると
　いうことにほぼ傾いてお・り，最近：ぱvimsである
　ことに異論がないようである。
　　こ～二に発表した実験は，原発性非定型肺炎と診
　断した数例より，病原無難に努力し，一一一つのVirus
　様病原体，Chamberland　1二2，　L：s及as　Berkefeld　N
　を通過するところのものを分離した。以上の性質
　から恐らくVirusであろうと思われる。
’
　　このVirusに：ついて．見ると，マウスに比1咬玉藻
　受性があるが，その累代成績は不安定で動揺し易
　く，しかもIn且11erEaにお・けるHirst試験の如き
特異的な反慮が発見されていないため，他の財団
　性Virusが混在しても個々に分離することは困難
　であるため，これ＾準のものとお・きかえられるとい
　う危瞼を作なう。そのために常にくり返さるべき
　中和試瞼にli巨，Ili配をおかねばならなくなる（向肺性
Virlls及び中1；；1　i試瞼の問題ぱ次篇に述べる）。　Eaton
　は本Vir血sの分離に，ハムスター，　Cotton　rat，
　の累代接種を鶏卵培養におきかえ，病原休を安定
　せしむることに成功している。本実験で分離され
たVirusも鶏卵培養を行い，鶏胎からマウスへ
14）　Comission　on　aeute　respiratory　diseases，　Bull一　Johns　Hopking．　Hosp．　79，　97　（1946）．
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の接種で病変陽性イダtiを認めるので，このことは1Ff
能のように思われる。との場合；鶏胎感染の存否の
証明は，Eatonの述べたと同糠に羊膜漿尿液のみ
でなく，肺，三管，．喉頭の乳剤を動物に接種せし
むることによって行った。
　　ハムスタ　一一への感染は，ユ942年EatQnは感受
性ありと述べてV・るが，私の例では，ハムスター
への感染例は少なく，その定型的．のものは出野株
9代卜．i肺乳剤のハムスタ　一一への経鼻感染に見られ
た。しかも同例に行ったマウスの病変が陰性であ
った点については不明であるが，この陽性ハムス
ターの病変ぽEatonのハ．ムスタ・・の病変と非常
に：よく一・致してV・る。
　以上の本実験において分離されたVirusが，す
べての本症患者に分離されるカ、否かについては，
実験例数の少ないため明確でないが，私の例では，
非常にマウスに感受性のある群と，1全然感受性の
見出されぬ群と，さらにその．中間ρ位置を占める
淋に分れた。ことで非常に：強い感受性を示し．た横
井，原，出野は殆ど同時1・1月に発生してV・ること，
さらに前2者は患．者同志が同じクラスであった．こ
とから，とれら3株は同じ病原と思われる。これ
に反し，立野，鹿野，小路口の3例は，発症10日
以内の有熱時に探干したのにかかわらす，何等マ
ウスに：対して病変を表わさない。とのことがらし
て本症が・一．・種のVirusから起るのでなく，他の
Virusでも起り得るのでないかと考’えられる。・な
お1949年Eatonも彼の分離したVirusと関係．の
な．い病原体が本症に似た疾患を剋したと述べ，該
肺．炎：と診断された中で，彼の分離したVinlsに対
して湘．清学的に陰性反照藤を示’すものもあり，原因
的に種々棚をもつているの．でないかと述べてV・る。
結 論
　　1）原発性非定型肺炎：患、者10例の含漱液より
Virusを分・離した．。
　　2）　とのVirusはBerkefeld　N，　Chamberland
Lg，：L3を通し，　Seitz　EKは通さな：Vb。
　　3）本病毒はマウス累代接種時期に．より，割合
に動揺し，’動物致死の場合と，さうでない場合と
あり，また．途：巾沿失することもある。
　　4＞稀釈度ぱ10『3～10－4で感染力’を有す。
　　5）一3。～一5℃の保li一　tc　Ss　v）ては，毒力は1
週四位で減弱する。
　　6）ハムスタ　・一への感染は時に成功するが，そ
の病変は累代感染できなかった。　1
　　7）難胎培養の可能性がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（n召禾n29．　6．　11受付一）
Summary
　　　A　．filterable　virus　producing　pulmonary　consolidation　in　mice　was　isolated　from　the
throat　washings’　obtained　from　10　of　13　patients　with　a　clini，cal　syndrome，　diagnosed　as
atypical　pneumonia　during　the　winter　of　1951－l　q．　52．
　　　The　data　are　summarized　as　follows：
　　　1．　The　virulence　of　the　vjrus　is　not　constant　in　the　various　stages　of　passage　and　in
some　stages　it　is　lethal　while　in　eertain　stages　it　is　less　virulent　and　is　even　liableto　disappear．
　　　2．　The　virus　was　filterable　through　Berkefeld　N，　Chamberland　L2　and　L3　but　not
through　Seitz　EK　filters．
　　　3．　The　infection　titers　decrθased　re皿arkably　by　storage（一3。　to－50C）．
　　　4．　The　mouse　adapted　virus　was　also　pathogenic　to　hamster　but　it　could　not　be
tnaintained　by　Serial　passage．
　　　，5．　Cultivation　of　the　virus　in　embryonated　chicken　eggs　seems　to　be　possibille　based
on　the　fact　that　the　virus　isolated　from　throat　washing　is　obtained　fro皿one　of　the
aforesaid　patients　and　that　in　two　cases　mice　were　jnfected；
6．　The　virus　was　neutralized・　by　the　serum　of　conralescent　pat，ients　suffering　from．
the　infection，　but　was　not　neutralized　by　nor皿al　human　serum．
7．　The　emu！sion　of　infected　mouse　lungs　was　inoculated　into　rabbit．　The　serum　of
the　rabbit　showed　a　remarl〈able　increase　in　cold　hemagglutinin　titers．
　　　8．　The　pathologieal　changes　of　the　infected　mouse　and　hamster　were　of　interst．itial
pneumonia，　identical　with　Eston’s　findings．　（Received　June　n，　lg54）
